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1. 講義で紹介した微小円形ループが作る磁束密度を順を追って導こう。 
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け考えればよい。 
 

(i)まずRを求めよ(ヒント：R’を求めてそれを利用して

Rを求めると分かりやすい) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(ii) dlのφ方向成分(dl)φをφおよびφの関数で表せ。 

 
 
 
 
 
 

 (i), (ii)を利用すると
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∫ となる。 

 

(iii) 積分の中の分母の項
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について、a<<rとして、テイラー

展開の一次の項まで利用して整理せよ。 
 
 
 
 
 
 
 



(iv)以上の結果を用いて、
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ことを示せ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(v)ベクトルポテンシャルの計算結果を用いて、磁束密度の各成分 , ,rB B Bθ φ を求めよ。 
下記の式を参考にするとよい。 
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2．図のように，間隔2dの無限長平行導線に電流Iを逆向きに流す。任意の点Pを通り導

線に垂直な平面が両導線と交わる点を結ぶ線をx軸，その中点Oを原点，導線に平行にz
軸，それらに垂直にy軸を取る。また，r，θを図のようにとる。 
(1) 点Pでのベクトルポテンシャルのx,y,z成分を求めよ。 
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∫ である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 点Pでの磁束密度のx,y,z成分を求めよ。(ヒント：磁束密度とベクトルポテンシャル

の関係から求めよ。) 
 
 
 



 
 
 
  



 
(3) 点Pでの磁束密度の大きさを求めよ。 
 


